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▲『紙芝居』（昭和３０年ごろ、双海町上灘のＪＲ鉄橋下）

　「紙芝居のおじさん」が自転車に紙芝居と水あめなど

の駄菓子を積んでやってきました。各家庭にテレビが

なかったこの時代、子どもたちはおじさんの紙芝居を手

に汗握って、聞き入ったものでした。

写真提供：井上敬一郎さん（双海町上灘）

レ ト ロ 写 真 館

▲『寿楽座』（昭和３０年ごろ、灘町）

　「寿楽座」は、大正５年に郡中灘町につくられ

た芝居小屋で、当時、町の人々は「じょうごや」

と呼んでいました。屋上には太鼓を叩くやぐら

があり、場内には桟敷席や花道、回り舞台が備

えられていました。昭和２０年代後半からは、映

画上映に切り替えられました。

写真提供：伊予市立図書館

　         『仮装行列』    （昭和３０年、中山中学校グラウンド）

　高度経済成長期には、仮装行列が流行しまし

た。当時は、小・中学校をはじめ、婦人会や一般

町民も参加して町民大運動会が開催され、泉町

１丁目の一行は「揺り籠から墓場まで」の人生行

路をイメージした仮装行列に参加し、多くの喝

采をあびました。

写真提供：平澤アツ子さん（中山町中山）
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